
Vcc

Vcc

Vcc

-

+
+

 LMV7219

+

Data Source

Vout

V1 5

R
1 

10
0k

R
2 

10
0k

Vin

Vcm

1JAJA590–July 2018

SBOA317 翻訳版 — 最新の英語版資料 http://www-s.ti.com/sc/techlit/SBOA317
Copyright © 2018, Texas Instruments Incorporated

信号およびクロック復元回路

参参考考資資料料

Analog Engineer’s Circuit: Amplifiers
JAJA590–July 2018

信信号号おおよよびびククロロッックク復復元元回回路路

設設計計目目標標

電電源源 減減衰衰さされれたた入入力力信信号号

Vcc Vee Vi Vcm f
5V 0V 200mVp-p 2.5V 20MHz

設設計計のの説説明明

信号復元回路は、クロックやデータのひずんだ波形を回復するためデジタル・システムで使用されます。これらのク

ロックおよびデータ信号は、伝送線路の浮遊容量、浮遊インダクタンス、反射により、長い配線で減衰しひずむこと

があります。このコンパレータは、減衰しひずんだ入力信号を検出し、フルスケールのデジタル出力信号に変換しま

す。

デデザザイインン・・ノノーートト

1. 入力オフセット電圧が小さく、伝播遅延が小さいコンパレータを選択します。

2. 入力デジタル信号を正しく処理するため、入力信号周波数よりもトグル周波数が高いコンパレータを使用する必
要があります。30% のマージンで十分です。

3. レベル変換も必要な場合、入力と出力の電源が独立したコンパレータを使用します。

4. 差動出力が必要な場合、互換性のある出力段を持つコンパレータ (例：LVDS 互換出力を持つ LMH7220) を
使用します。

http://www-s.ti.com/sc/techlit/SBOA317.pdf
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信号およびクロック復元回路

設設計計手手順順

1. 20MHz の入力信号を確実に処理できるように、コンパレータの最大トグル周波数を計算します。

2. 抵抗分圧器 R1、R2 により、コンパレータの反転入力を同相電圧の 2.5V に設定します。

3. R1 = R2 = 100k に設定します。

4. コンパレータの非反転入力を、入力データ信号に設定します。

http://www.tij.co.jp
http://www-s.ti.com/sc/techlit/SBOA317.pdf
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信号およびクロック復元回路

設設計計シシミミュュレレーーシショョンン

過過渡渡シシミミュュレレーーシショョンン結結果果

http://www.tij.co.jp
http://www-s.ti.com/sc/techlit/SBOA317.pdf
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信号およびクロック復元回路

設設計計のの参参照照資資料料

TIの総合的な回路ライブラリについては、「アナログ・エンジニア向け回路クックブック」を参照してください。

回路 SPICE シミュレーション・ファイル SNOM661 を参照してください。

ヒステリシス、伝播遅延、入力同相範囲など、コンパレータに関する多くのトピックの詳細については、TI プレシジョ

ン・ラボを参照してください。

設設計計でで使使用用さされれてていいるるココンンパパレレーータタ

LMV7219
Vss 2.7V～5V

VinCM レール・ツー・レール

tpd 7ns
Vos 1mV

VHYS 7mV
Iq 0.9mA

出出力力方方式式 プッシュプル

チチャャネネルル数数 1
www.ti.com/product/lmv7219

設設計計のの代代替替ココンンパパレレーータタ

TLV3501 LMH7220
Vss 2.7～5.5V 2.7V～12V

VinCM レール・ツー・レール レール・ツー・レール

tpd 4.5ns 2.9ns
Vos 1mV 9.5mV

VHYS 6mV 該当なし

Iq 3.2mA 6.8
出出力力方方式式 プッシュプル LVDS
チチャャネネルル数数 1 1

www.ti.com/product/tlv
3501

www.ti.com/product/lm
h7220

http://www.tij.co.jp
http://www-s.ti.com/sc/techlit/SBOA317.pdf
http://www.ti.com/analog-circuit/circuit-cookbook.html
http://www.ti.com/general/docs/lit/getliterature.tsp?baseLiteratureNumber=snom661&fileType=zip
https://training.ti.com/ti-precision-labs-op-amps
https://training.ti.com/ti-precision-labs-op-amps
http://www.ti.com/product/lmv7219
http://www.ti.com/product/tlv3501
http://www.ti.com/product/tlv3501
http://www.ti.com/product/lmh7220
http://www.ti.com/product/lmh7220
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